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１．公 示 

本競技会は、一般社団法人日本自動車連盟（以下「JAF」という）の公認のもとに FIA 国際モータースポーツ競技規則 

およびその付則に準拠した日本自動車連盟（JAF）の国内競技規則およびその付則、ラリー競技開催規定および本競

技会特別規則に従い国内競技として開催される。 

尚、本競技会は、交通法規の遵守と安全運転を基本理念として尊法精神、および交通道徳の養成、安全運転の修得 

を目的として開催されるもので、交通事故はもとより法規違反も絶対許されない。 

 

２．プログラム 

２０１９年 ９月０２日（月） 12：00～ エントリー受付開始   

     

 ９月３０日（月） 21：00 エントリー締め切り  

     

 １１月０８日（金） 10：00 集合・参加受付 モリコロパーク 

  11：00～18：00 レッキ１開始 岡崎、額田、三河湖、設楽、Expo 

  18：30 頃～ スタートセレモニー（自由参加） モリコロパーク 

     

 １１月０９日（土） 05：00～10：00 レッキ２開始 明智、稲武 

  09：00～11：00 公式車両検査 モリコロパーク公式車検場 

  10：30～ 第 1 回審査委員会 モリコロパーク ACCR 室 

  11：30 スタートリスト発行 公式掲示板 

  12：00～ ドライバーズブリーフィング モリコロパーク ACCR 室 

  13：15～ LEG1 スタート モリコロパークサービスパーク 

  17：29 頃～ LEG1 サービス IN モリコロパークサービスパーク 

  18：14 頃～ パルクフェルメ IN モリコロパークパルクフェルメ 

  20：30 リスタート（再出走受付締切） モリコロパーク ACCR 室 

  20：30 LEG2 スタートリスト発行  

     

 １１月１０日（日） 76：45～ サービス IN モリコロパークサービスパーク 

  77：00～ LEG2 スタート モリコロパークサービスパーク 

  12：32 頃～ LEG2 フィニッシュ モリコロパークサービスパーク 

  14：00 暫定結果発表 公式掲示板 

  14：30 正式結果発表 公式掲示板 

  15：00 表彰式 モリコロパーク ACCR 室 

  16：00 解散  
 
 

３．概要 
  

３．１ 競技会の名称  

ACCR Central Rally Aichi/Gifu 

３．２ 競技会の種目 

四輪クラッシック自動車によるスペシャルステージラリー 

 

３．３ 格式・公認番号 

 JAF公認 国内格式競技   JAF公認番号 2019-＊＊＊＊ 

３．３ オーガナイザー 

      チームアルパイン群馬 （JAF加盟クラブ 10030 略称：TAG） 

〒371-0044 群馬県前橋市荒牧町1-36-12 

TEL： 090-3409-4703    Eメール： info@gummacsc.com 
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アルペンクラッシックカーラリークラブ（JAF加盟クラブ 略称ACCR） 

〒150-0021 東京都渋谷区恵比寿西1-35-11 代官山タワー #206  

株式会社 ダブリューズカンパニー 内  （ALPINE CLASSIC CAR RALLY 事務局） 

TEL  03-5728-7330  FAX 03-5728-7329 

ウエブサイト： http://www.accr-japan.com     Eメール： info@accr-japan.com  

 

特定非営利活動法人 M.O.S.C.O.（JAF加盟団体 10003    略称MOSCO） 

〒379-1403 群馬県利根郡みなかみ町猿ヶ京温泉1514-1  

TEL  0277-20-4633  FAX 0278-66-1000 

ウエブサイト： http://www.n-mosco.com     Eメール： office@n-mosco.com 

 

３．４ 開催日及び開催場所 

開 催 日 ： ２０１９ 年 １１ 月 ８ 日（金曜日）～ １０ 日（日曜日） 

集合時間 ： １１月８日（金） 午前１０時００分   

集合場所 ： 愛・地球博記念公園（モリコロパーク内） 

         ※詳細は公式ホームページ http://www.accr-japan.com に掲載する。 

    ・コース概要 

         開催場所 愛知県・岐阜県  総距離 約３４０ｋｍ 

 スペシャルステージの路面   ターマック路面 

 スペシャルステージの総距離 約６７.９７ｋｍ  

 レグの数 ２レグ  セクションの数 ２セクション  スペシャルステージの数 ７ ＳＳを予定 

    ・ラリー競技会本部(ラリーヘッドクオーター（Ｈ．Ｑ）) 

〒480-1342 愛知県長久手市茨ケ廻間乙1533-1 

愛・地球博記念公園（モリコロパーク） 地球市民交流センター 多目的室（ACCR室） 

開設日時 ２０１９年１１月８日（金） ８：００～ １１月１０日（日）１８：００  

 

４．組織 
 

４．１大会役員 OFFICER 

大会組織委員長 入川ひでと 

大会組織委員 大西まゆみ 

大会組織委員 諸星 裕久 
 

４．２大会審査委員会 STEWARD 

審査委員長 小口 貴久 

審査員 高桑 春雄 
 

４．２ 競技役員 COMPETITION OFFICER 

競技長  後藤 茂行  副競技長 園田 裕康    

コース委員長  安東 貞敏       

計時委員長  永井 真       

技術委員長  更科 昌義       

救急委員長  高橋 宏史       

医師団長  青山 康    

 

   

事務局長  堀口 幹城      

 

 

 

CRO  宇野 哲也      
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５．参加申込 
 

    ACCRｾﾝﾄﾗﾙﾗﾘｰ 愛知/岐阜 参加募集要項に準ずる。 
  
６．保険 
 
    ACCRｾﾝﾄﾗﾙﾗﾘｰ 愛知/岐阜 参加募集要項に準ずる。 

 

７．音量規制 
 

    本競技会に参加できる車両のマフラー（消音器の触媒コンバーター以降）は車検（国土交通省が行う自動車検 

査登録制度）に合格時装着されていた物を使用すること。 

 

８．参加車両 
 

    ACCRｾﾝﾄﾗﾙﾗﾘｰ 愛知/岐阜 参加車両規定・概略に準ずる。 

    但し、オープンカーは必ず6点式以上のロールゲージが装着されており、乗員がヘルメットを被った状態で、上部 

に十分なクリアランスが確保されていること。 

その他、公式車両検査で参加車両が十分に安全を確保されている車両であることに重点をおいて、技術員が検 

査を行う。 （重点検査項目 ： ロールゲージ、シートベルト（4点式以上）およびシートの取り付け状態 （グラツキ 

が無いこと）確実に取り付けられているか。 

 

９．クルーの安全装備 
 

９．１ クルーが着用するもの 

    クルーが着用するものは、２０１９年国内競技車両規則第４編付則ラリー競技に参加するクルーの装備品に関 

    する付則に従ったヘルメット（「スピード行事競技用ヘルメットに関する指導要項」に従ったグレード以上、かつ、 

製造後「１０年」経過したものは使用してはならない）、およびレーシングスーツを着用することを義務とし、ドライ 

バーはレーシンググローブも着用することを義務とする。 レーシングスーツとは以下の①～④を参照のこと。 

①全体が１体式となった（いわゆるレーシングスーツ）形状であること。②表地が防炎性素材生地であること。 

③１枚（１層）以上の防炎性素材生地の裏地を有していることが望ましい。④救出の際に利用できる肩位置の 

引き手（肩章）を有することが望ましい。 

尚、SSを有する競技会参加においては、頭部および頸部の保護装置（FHRシステム、HANS等）の装着を推奨 

する。 

９．２ 競技車両に搭載するもの 

非常用停止表示板(三角)２枚、非常用信号灯、赤色灯、牽引用ロープ、救急薬品、消火器（２ｋｇ以上） 

A３版の ”OK“ ”SOS“ カードで、前記記載の搭載品は必ず車内の取出しやすい位置に設置されていること。 

また、GPSセーフティートラッキング装置は全車搭載することとする。（開催概要参照） 

 

１０．レッキの実施方法 

 

10．1 １１月８日（金 午後）および９日（土 午前中）オーガナイザーのコントロールの下、行われる。 

10．2 レッキは、カラーリングの無い一般車両かレンタカーで実施すること。 

    但し、リエゾンコースが長距離に及ぶため、ラリートリップアプリ等を使用し簡易トリップメータの使用が望ましい。 

10．3 レッキスケジュールは本規則書付則２を参照、レッキルートはレッキ用資料に記載する。 

10．4 レッキは交通法規を厳守し、民家の有る場所では騒音を立てないよう十分配慮し行なうこと。 

10．5 ラリーに使用されるコースは、競技会開催日４ヶ月前から走行を禁止する。（自転車及び二輪車も含まれる。） 

10．6 レッキ中はオーガナイザーのすべての指示に従わなければならない。なお、これに従わなかった場合はペナル 

    ティーの対象となる場合があり、審査委員会に報告される。 
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１１．参加確認 
 

11．1 １１月８日（金） １０：００より参加受付と同時に行われる 

11．2 署名捺印された誓約書の原本及び下記の書類を参加確認受付時に提示及び提出すること 

クルーの自動車運転免許証 ・自動車検査証 ・自動車損害賠償責任保険証 ・ラリー競技に有効な自動車 

保険証券 
 

１２．クルー及び参加車両の変更 

 

12．1 正式受理後のクルーの変更は認められない。ただし、コ・ドライバーおよび参加車両については、参加者から 

理由を付した文書が提出され、オーガナイザーが認めた場合はこの限りではない。 

12．2 参加クラス変更を伴う参加車両の変更は認められない。 

 

１３．公式車両検査（車検） 

※今回は公式車両検査を行わないが、一般公道を使用する競技のため、車両整備を確実に行い参加のこと。 

13．1 全ての参加車両はオーガナイザーの指定した車検エリアにおいて車検を受けなければならない。 

13．2 規定の時間内に車検に合格しない競技車両は、スタートできない。但し、技術委員長が修復時間を与える場 

合がある。 

13．3 上記13.2）において、修復時間内に修復し、再車検に合格した場合はスタートすることが出来る。 

13．4 競技中であっても競技長または技術委員長が必要と認めたときは、再車検を行う場合がある。 

13．5 クルーは競技会期間中、常に各自の競技車両の適合性について責任を持つものとする。 

 

１４．公式通知及びドライバーズブリーフィング 
 

14．1 本規則書に記載されていない競技運営に関する規則及び指示は、公式通知によって示される。 

公式通知はラリーHQに設置された公式通知掲示板に掲示される。また、状況によってはクルーに直接伝達 

する場合もある。 

14．2 参加者及びクルーは１１月９日（土）１２：００～のドライバーズブリーフィングに出席しなければならない。 

 

１５．タイヤ交換 

 

15．1 タイヤ交換はサービスパーク以外で行ってはならない。但し、クルー自らが車載の道具類のみを使用して車載 

のスペアタイヤと交換する場合はこの限りではない。(コントロールエリアおよびパルクフェルメは除く)。 

15．2 外したタイヤは必ず競技車両に積んで持ち帰ること。 

15．3 タイヤ交換に関する違反があった場合、競技長に報告される。 

 

１６．スタート 
 

16．1 スタートリストのスタート時刻に基づいて、１１月９日（土）１３：３０より、TC ０を１分間隔で順次スタートする。 

尚、8日18時より行われるセントラルラリーのスタートセレモニー後、希望者はスタートポディウムにてスタート 

セレモニーに参加することができる。その場合はレーシングスーツ等を身に着け参加すること。 

16．2 クルー側の原因でスタート地点への到着が目標スタート時刻より遅れた場合、１分につき１０秒のタイムペナル 

ティが課せられる。３０分を超える遅着はスタートを認められない。１分以上３０分以内の遅着の場合、クルーは 

実際のスタート時刻の記入を受けてスタートする。 

16．3 各クルーのスタート時刻の発表はラリーＨＱ掲示板にて行なう。 

16．4 全てのクルーは１分間隔でのスタートとする。 
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１７．公式時計 
 

    計時に使用する時計は、日本標準時を基準とした計時委員の時計による。 

 

１８．コントロールのスタート時刻 
 

18．1 ロードセクションのスタート時刻 

18.1.1 スペシャルステージがロードセクションに含まれる場合は、スペシャルステージのスタート時刻をロードセク 

ションのスタート時刻とする。 

18.1.2 次のロードセクションがスペシャルステージを伴わない場合、タイムカードに記入されたチェックイン時刻が 

そのまま次のロードセクションのスタート時刻となる。 

18．2 ＴＣの次にスペシャルステージのスタートが続く場合は下記の手順が適用される。 

18.2.1 当該ＴＣとスペシャルステージのスタートコントロールは同一のコントロールエリアに含まれるものとし、標識 

は下記の通り示す。 

―黄色地のＴＣ予告標識    

―約２５ｍ先に赤色地のＴＣ標識 

―約２００ｍ先に赤色地に閉じた旗のスペシャルステージスタート標識 

―約２５ｍ先に黄色地に３本斜線のコントロールエリア終了標識 

18.2.2 当該ＴＣにおいては、チェックイン時刻に加えて、続くスペシャルステージのスタート予定時刻も同時に記入 

される。このスタート予定時刻は原則としてチェックイン時刻の３分後とする。 

18.2.3 その後、クルーは速やかにスペシャルステージのスタートコントロールへ移動する。スタートコントロールの 

競技役員は、スペシャルステージの実際のスタート時刻を記入する。その後、スペシャルステージスタート 

手順に従ってスタートさせる。 

18.2.4 スペシャルステージ直前のＴＣに、２組以上のクルーが同じ分にチェックインした場合は、当該ＴＣへの到着順 

に従ってスペシャルステージのスタート予定時刻を与える。 

18.2.5 スペシャルステージフィニッシュ後、クルーはストップポイントにてフィニッシュライン通過時刻の記入を受ける。 
 

１９．最終タイムコントロール 
 

LEGの最終ＴＣは、タイムペナルティを課すことなく目標時刻より前にチェックインできる。 

 

１９．コントロールに関する規定 

 

19．1 クルーは指示された順序に従って、かつ競技ルートの進行方向でチェックインすることを義務付けられ、違反し 

た場合は失格となる。 

19．2 下記の場合、当該クルーは審査委員会に報告され失格となる場合がある。 

19.2.1 各ＴＣの目標チェックイン時刻に対し１５分を超えて遅着した場合。 

19.2.2 各セクションもしくは各レグのいずれかの終了時点において、ロードセクションの遅着合計が３０分を超えた 

場合。 

19．3 いかなる場合も遅着時間と早着時間との差し引きは行われず、それぞれが独立してタイムペナルティの対象と 

なる。従って、遅着時間の合計には早着時間は含まれない。 

19．4 競技長および審査員会の判断であれば失格となる基準時間を増やすことができる。その場合、該当するクルー 

には速やかに通知される。 
 

２０．スペシャルステージ 
 

20．1 スペシャルステージ区間の計時は１０分の１秒単位で行われる。 

20．2 スペシャルステージ内ではヘルメット及び安全ベルト着用が義務づけられる。 

20．3 クルーがスペシャルステージを逆走することは禁止される。 
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20．4 スペシャルステージのスタートは、スタンディングスタートとする。参加車両はエンジンのかかった状態でスタート 

ライン上に停止し、スタートの合図を受ける。合図が出されてから２０秒以内にスタートできない車両は失格とな 

り、当該車両は安全な場所へ速やかに移動される。 

20．5 スペシャルステージのスタート 

20.5.1 スタートコントロールの競技役員は、クルーから提出されたタイムカードに当該参加車両のスタート時刻を記 

入し、これをクルーに戻す。その後、３０秒―１５秒―１０秒―５秒―４ 秒―３秒―２秒―１秒の順にカウントダ 

ウンする。これを電気式のカウントダウン表示装置に置き換える場合もある。この場合、フライング検知装置と 

連動される。この装置はスタート位置のクルーからはっきりと見える場所に設置される。 

20.5.2 カウントダウンが終了した瞬間に、スタートの合図が出される。参加車両はこれに従って速やかにスタートしな 

ければならない。 

20．6 スペシャルステージのスタートは、不可抗力が生じた場合担当競技役員によってのみ遅らせることができる。 

20．7 クルーまたは参加車両に起因して自己のスタートが遅れた場合、担当競技役員によって新たな時刻が記入され 

るが、１分につき１分のタイムペナルティが課される。 

20．8 反則スタートを行った場合(スタートの合図よりも先に参加車両が前進した場合)、その行為はただちに競技長に

報告され、下記のタイムペナルティが課される。 

・最初の違反：１０秒   ・２回目の違反：１分   ・３回目の違反：３分 

上記を超える違反は、必要な場合にタイムペナルティを重くすることができる。 

20．9 スペシャルステージのフィニッシュはフライングフィニッシュとする。黄色地の予告標識から停止標識"STOP"ま 

での間は停車が禁止される。計時を行う競技役員はフニッシュライン(赤色地にチェッカーフラッグの図柄の標 

識で示される計時基準線)の延長線上に配置され、参加車両の先端が横切った瞬間を計時する。 

20.10. スペシャルステージのスタートにおいて、指示されたスタート時刻又はスタート位置に従わないクルーは、審査

委員会に報告される。 

20.11 フィニッシュライン通過後、参加車両はストップポイントまで進み、タイムカードにフィニッシュライン通過時刻 

(時、分、秒、１０分の１秒)の記入を受ける。 

20.12 スペシャルステージの赤旗表示 

20.12.1 スペシャルステージ内で何らかのアクシデントが発生した場合、競技長の指示によりスタートからアクシ 

デントが発生した場所の手前の全てのラジオポイントにて赤旗が提示される。 

20.12.2 クルーは、赤旗を確認したら直ちに減速し、安全な速度にてストップまで移動すること。また、競技役員 

の指示には必ず従うこと。 この規則に違反した場合、ペナルティーが課される。 

20.12.3 スペシャルステージ内にて赤旗以外の旗が提示されることはない。 

20.12.4 スペシャルステージ内にて赤旗が提示されたクルーには、競技長により適正だと判断されたタイムを与える。 

20.13 スペシャルステージにおいてクルーの過失により時刻の記入が行えない場合は、下記の罰則が課される。 

20.13.1 スタートにおける場合：失格 

20.13.2 ストップポイントにおける場合：５分のタイムペナルティ 

20.14 スペシャルステージの中断等による処置 

20.14.1 何らかの理由により、全参加車両が走行を完了する前にスペシャルステージが中断された場合または 

ポストでの赤旗の提示があった場合、競技会審査委員会の承認を得て、下記の方法により当該スペシ 

ャルステージを成立させる。 

中断によって影響を受けた全ての参加車両および赤旗の提示を受けた車両に対し、中断前に当該クラス 

で記録されたタイムの中でもっとも適正と思われるタイムを一律に与える。 

20.14.2 何らかの理由により、全参加車両が走行を完了する前にスペシャルステージが中断され、競技長の決定に 

より当該スペシャルステージが不成立となった場合は全クルーに対し公式通知により速やかに通知される。 

20.14.3 何らかの理由により、全参加車両が走行を完了したスペシャルステージの計時結果を取り消す場合は、競 

技長の判断により、全クルーに対し公式通知により速やかに通知される。 

20.14.4 スペシャルステージで前走車のトラブルなどによりタイム計測が出来なかった場合、該当クルーと競技長お 

よび審査員会により救済タイムを与える場合がある。 
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２１．競技クルーの安全 
 

21．1 競技クルーの安全 

21.1.1 スペシャルステージで参加車両がやむを得ず停車した場合、クルーはその場所から少なくとも５０ｍ手前の 

目立つ場所に反射式の三角表示板を配置し、後続車両に適切な合図を行わなければならない。なお車両が 

コース上にない場合も三角表示板を配置しなければならない。 

この規則に従わないクルーは審査委員会に報告される。 

21.1.2 参加車両には、片面に赤字で「ＳＯＳ」、もう片面には緑字で「ＯＫ」と書かれたＡ３判のカードが搭載されてお 

り、救急医療措置が不要な場合もしくは消火が必要ない場合は、「ＯＫ」を少なくとも３台の後続車両に明瞭に 

提示すること。また他に援助を行おうとしている者(ヘリコプター等)があれば、それらに対しても同様に提示す 

ること。停車車両がコース上の場合は、状況に応じて停車状態をボディアクション等で後続車両に対し当該区 

間最終参加車両通過まで合図すること。 

21.1.3 その後速やかに復帰が可能か否かを判断すること。 

21.1.4 復帰可能と判断した場合、安全確保を最優先に作業を実施する。特に後続車両が接近した場合は、作業を 

中断し安全な場所へ退避すること。 

21.1.5 復帰不可能と判断した場合、当該区間最終参加車両通過まで車外の安全な場所で退避すること。 

21.1.6 クルーが車両から離れる場合は、後続車にはっきりと見える場所に「ＯＫ」ページを提示しておくこと。 

21.1.7 近接した地点に複数車両が停止した場合、各々の車両が上記 21.1.1～21.1.6 を実施すること。 

21.1.8 救急医療措置が必要な場合もしくは消火が必要な場合は赤色の「ＳＯＳ」ページを提示すること。 

これが提示されていた場合、後続車は下記の手順に従う。また「ＯＫ」「ＳＯＳ」のどちらの提示もなく、車両が 

かなりのダメージを負っていてクルーが車両内にいると思われる場合も同様の手順に従うこと。 

a.援助するために直ちに停止する。その他の後続の車両も停止し、事故現場に２番目に到着した車両は、事 

故のことを知らせるために次のラジオポイントまで行く。 

b.それ以降の後続車は緊急車のための車幅をあけて停止し、援助を行う。 

21.1.9 リタイヤしたクルーは、リタイヤ届を必ずオーガナイザーに提出しなければならない。この規則に従わない 

クルーは審査委員会に報告される。 

21.1.10スペシャルステージにおいて、参加車両がコースを塞ぎ、後続の車両が通過できない場合は、以下の措置 

とする。 

a.コースを塞いだ参加車両はオフィシャルによりコースより排除される。 

b.後続の車両は通行可能となったら、フィニッシュまで安全かつ速やかに進むこと。 

        ｃ.後続のクルーは安全を確認の上、スタック車両の排除の協力を行なうこと。 

２２．パルクフェルメ 
 

以下の場合、車両はパルクフェルメの規定の対象となり、いかなる整備、修理、燃料補給も禁止される。 

22．1 適用 

22.1.1 リグループエリアに進入した瞬間からその退出まで。 

22.1.2 コントロールエリアに進入した瞬間からその退出まで。 

22.1.3 ラリーの終了地点のパルクフェルメに到達した瞬間から、審査委員会がパルクフェルメの解除を宣 

言した時まで。 

22.1.4 パルクフェルメを監視する競技役員以外は車両保管（パルクフェルメ）に立ち入ることは認められない。 

但し、やむを得ない理由により競技役員が特に認めた場合はこの限りではないが、常に当該競技役 

員の監視下に置かれることとする。 

22．2 パルクフェルメに進入が許される関係者 

22.2.1 車両をパルクフェルメに停車したらすぐに、ドライバーはエンジンを停止させ、クルーはパルクフェルメ外 

に出なければならない。特別な作業を行うオフィシャルを除き、いかなる者もパルクフェルメに進入すること 

はできない。 

22.2.2 クルーは各自のリグループアウト時刻１０分前にパルクフェルメに進入できる。 

リグループの停車時間が１５分以内の場合は、クルーはリグループに留まることができる。 
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22．3 パルクフェルメへの進入・退出、およびパルクフェルメ内での移動のために車両を押すことができるのは、担 

当競技役員および当該クルーのみとする。 

22．4 テクニカルチェック 

パルクフェルメ内において、技術オフィシャルによってテクニカルチェックが行われることがある。 

22．5 パルクフェルメ内での修理 

22.5.1 車両の損傷が激しく、安全上不適格と技術オフィシャルが判断した場合、当該車両は技術オフィシャルの立 

ち会いの下、補修を行うことができる。 

22.5.2 技術オフィシャルの監視の下クルーは、チーム員を含め３人までがウィンドウスクリーンを交換することがで 

きる。 

22.5.3 上記の補修作業により、当初のスタート予定時刻よりも遅延した場合、当該クルーには補修作業の終了 

後、新たなスタート時刻が与えられる。１分及び１分未満の遅れにつき１分のペナルティが課される。 
 

２３．給油 
 

  ロードブック中に明記されている給油所にて、給油が必要な車両はクルーの判断で給油すること。 

給油渋滞等で遅れても一般道では絶対に暴走しないこと。次の TC に遅れた場合は遅れた理由を HQ に申告する 

事によってペナルティーが救済される場合がある。 
 

２４．サービス（整備作業） 
 

24．1 参加車両のサービスはオーガナイザーが設定したサービスパークのみで行うことが出来る。 

但し、外部からの援助を受けることなく、クルー自らが車載の道具類のみを使用して作業を行う場合は 

この限りではない。但し、パルクフェルメ、リグループ、コントロールエリアは除く。 

24．2 サービスを行うことができる者は、当該参加車両のクルー及びオーガナイザーが認めたサービス員の 

みとする。 

24．3 ①タイヤの交換 ②ランプ類のバルブの交換 ③点火プラグの交換 ④Vベルトの交換 以外に何らかの 

作業を行う必要がある場合は、技術委員長の許可を得ること。 

24．4 サービスパーク内においては、いかなる車両も２０ｋｍ/ｈを超えて走行してはならない。 
 

２５．ラリー２ （再出走） 
 

 LEG１に何らかの理由で離脱した場合、LEG２の再出走を認める場合がある。 その場合、技術委員長が参加車両を 

 再車検を行い、合格したした場合のみ可能とする。 
 

２６．競技者の遵守事項 
 

全てのクルーは競技中、以下の事項を遵守しなければならない。 

26．1 競技中は道路交通法の遵守を最優先とする。 

26．2 一般車両及び歩行者に迷惑を及ぼさないこと。 

26．3 クルーはモータースポーツマンシップに則り、公序良俗に反する行為をしてはならない。 

26．4 夜間、他車に追従する場合、または対向車のある場合は前照灯の照射方向を適切に変換し、眩惑を生じさ 

せないように留意すること。 

26．5 明らかに追い越そうとしている車両がある場合は、安全かつ速やかに進路を譲ること。 

26．6 競技から離脱した場合は直ちに最寄りの競技役員にリタイヤ届を提出すること。提出が不可能な場合 

は電話等の手段でラリーＨＱに連絡すること。 

26．7 失格またはリタイヤとなった場合は直ちにゼッケン、ラリー競技会之証及びその他の競技関係添付物 

を取り除くこと。 

26．8 安全ベルトは必ず装着し、スペシャルステージでは必ずヘルメットを着用すること。 

26．9 スペシャルステージでは、必ずサイドウインドゥを閉じて走行すること。 
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２７．競技結果 

 

27．1 競技結果はスペシャルステージで記録された所要時間と、ロードセクションその他で課されたペナルティタイ 

ムを合計して決定される。 

27.1.1 暫定結果    ： 当該ラリー終了後発表される暫定結果。 

27.1.2 正式最終結果 ： 暫定最終結果発表後、３０分が経過し、競技会審査委員会による承認を経た当該ラリー 

の公式結果。 

27．2 複数のクルーの最終成績(スペシャルステージの所要時間とすべてのペナルティタイムを合計した時間)が同じ 

である場合は、最初のスペシャルステージで、より少ない所要時間を記録したクルーが上位となる。 

これで順位が決定できない場合は２番目以降のスペシャルステージの結果を順次比較して決定する。 

 

２８．抗議 

 

28．1 クルーは自分が不当に処遇されていると判断する時はこれに対して抗議する権利を有する。 

但し、本特別規則に規定された参加拒否、審判員の判定、スタート順及び道路状態に対する抗議は受付け 

ない。 

28．2 抗議申し立ては文書によって行い、抗議料を添え、競技長に提出されなければならない。 

抗議料はその抗議が認められた場合にのみ返還される。 

28．3 競技に関する抗議は、最終ゴール到着後３０分以内に文書にて提出されなければならない。 

28．4 車両に関する抗議はその判定の直後に文書にて提出されなければならない。 

28．5 抗議が車両の分解および再組み立てを含むものである場合、抗議申立者は別途保証金を払わなければな 

らない。その抗議が認められた場合、保証金は全額返還される。尚、保証金額は技術委員長が決定する。 

28．6 作業及び車両の運搬に係わる費用は、抗議が認められない場合は抗議申立者が、また認められた場合は 

当該抗議の対象者がそれぞれ支払うものとする。 

28．7 抗議が認められなかった場合で、抗議に係わる費用(車検・運搬など)が保証金の額を上回った場合、その差 

額は抗議申立者が支払うものとする。逆に当該費用の額が下回った場合、その差額は抗議申立者に返金さ 

れるものとする。 

28．8 成績に関する抗議は暫定最終結果発表後３０分以内に文書にて提出されなければならない。 

28．9 役務に付いている競技役員は、たとえ抗議が提出されている場合でも、それと関係なく自分の義務と権限を 

正当に執行できる。 

28.10 競技長による抗議の裁定結果は、関係当事者に口頭で通知されるとともに、公式通知等で発表される。 

競技会当日に、競技長の裁定が下されない場合は、その暫定最終結果発表の日時、場所を発表し、裁定結 

果を延期することが出来る。 

28.11 抗議は１件につき代表者１名として上記の手続きを取らなければならない。 

 

２９．競技会の中止、延期、途中打切り 

 

29．1 保安上又は不可抗力による事情が生じた場合には、競技会審査員会の決定によって競技を中止、または 

延期、途中打切りすることができる。 

29．2 途中打切りの場合は競技会を成立したものとみなし、成績は打ち切り時点までのものとする。 

 

３０．損害の補償 

 

30．1 クルーは参加車両及びその付属品が破損した場合、ならびに第三者に損害を与えた場合、その責任を自己 

が負わなければならない。参加者はオーガナイザー、大会関係者、道路管理者、警察及び関係省庁が一切 

の損害事故の責任を免除されていることを了承しなければならない。 
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すなわち大会役員はその役務に最善を尽くすことはもちろんであるが、参加者の負傷・死亡・その他車両の 

損害賠償などに対してオーガナイザー、大会関係者、道路管理者、警察、関係省庁及び大会役員は一切補 

償責任を負わない。 

30．2 クルーが競技中に起こしたオーガナイザー、大会役員車、その機材及び道路関係施設(ガードレール、カーブ 

ミラー、電柱、標識等)の事故はいかなる場合も参加者が責任を持って賠償するものとする。 

 

３１．表彰式 

 

１１月１０日（日）１５：００予定 モリコロパーク ACCR室内  

 

３２．賞典 

 

各クラス １位～３位 JAF盾 

 

３３．罰則 

 

33．1 JAFラリー競技開催規定付則：スペシャルステージラリー開催規定第２８条に準ずる。 

33．2 規則違反、または競技役員の指示に対する不遵守は、国内競技規則に記載されている条項に準じて罰則 

が適用される。  

33．3 本規則に関する罰則や定められていない罰則の選択については、大会審査委員会が決定する。 

 

３４．本規則の解釈 

 

本規則あるいは公式通知の解釈に疑義が生じた場合は大会審査委員会の決定を最終とする。 

 

                                       ACCR セントラルラリー 愛知/岐阜 大会組織委員会 
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付則１
アイテナリー

ACCR Central Rally Aichi/Gifu ITINERARY　(ver.1.5)
Start LEG1 (Section 1) Saturday  (Sunrise 6:20,Sunset 16:50 at Nagakute City)

SS Liaison Total Target First car
dist. dist. dist. time due

0 Start - (EXPO PARK) 13:15

1 40.94 40.94 1:00 14:15

SS1 Okazaki 1.50 - - - 14:18

2 20.22 21.72 0:40 14:58

SS2 Nukata 13.58 - - - 15:01

3 12.34 25.92 0:40 15:41

SS3 Mikawako 14.95 - - - 15:44

3A Technical Zone IN 52.53 67.48 1:35 17:19

3B Technical Zone OUT - Flexi Service IN 0:10 17:29

Flexi Service A (Expo Park) (30.03) (126.03) (156.06) 0:45

3C Flexi Service B OUT - Parc Fermé IN 18:14

For all cars, (except re-starting crews), (Early check in allowed) TC3C will close at - 21:00

Saturday totals 30.03 126.03 156.06

Re-Start LEG2 (Sections 2) Sunday  (Sunrise 6:21,Sunset 16:50 at Nagakute City)
SS Liaison Total Target First car

dist. dist. dist. time due

3D Parc Fermé OUT - Service IN - - - - 6:45

Service C (Expo Park) 0:15

3E Service - OUT - - - - 7:00

RZ Refuel - Gas Station (Touji Kan Mae SS ESSO) (2.39) (2.39) (0:05) (7:05)

1 Distance to next refuel (33.00) (96.26) (129.26)

4 49.35 49.35 1:25 8:25

SS4 Akechi 3.86 - - - 8:28

5 32.47 36.33 1:00 9:28

SS5 Inabu 14.63 - - - 9:31

6 7.65 22.28 0:30 10:01

SS6 Shitara 14.51 - - - 10:04

RZ Refuel - Gas Station (Inabu SS ENEOS) (9.18) (23.69) (0:28) (10:32)

2 Distance to next refuel - - -

7 58.77 73.28 2:05 12:09

SS7 Expo Short 1 1.14 - - - 12:12

7A Expo Park Technical Zone IN 0.54 1.68 0:05 12:17

Expo Park Technical Zone OUT & Holdimg Zone IN 0:15 12:32

Sunday totals 37.94 146.66 184.60

Totals of the Rally SS Liaison Total %

Saturday 3SS 30.03 126.03 156.06 19.2

Sunday 4SS 37.94 146.66 184.60 20.6

Total 7SS 67.97 272.69 340.66 20.0
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TC LOCATION

TC LOCATION
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付則２ 

レッキスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付則３ 

コンペテーターリレーション （CRO） 

 

 

宇野 哲也 
 

TEL 070-3992-9953 
 

ラリーHQ内 待機 
 

11月8日（金） 
   

ステージオープン時間 ステージ名 ステージNo. 走行可能数 

11:00〜11:45 Okazaki SS1 ２回走行可能 

11:45〜13:30 Nukata SS2 ２回走行可能 

13:00〜15:30 Mikawako SS3 ２回走行可能 

14:30〜16:00 Shitara SS6 ２回走行可能 

15:30〜18:00 Expo SS7 ２回走行可能 
    

11月9日（土） 
   

ステージオープン時間 ステージ名 ステージNo. 走行可能数 

06:00〜08:30 Akechi SS4 ２回走行可能 

07:30〜10:00 Inabu SS5 ２回走行可能 
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Service
 INService

 OUT

PP

Rally HQRally HQ

公園北入口

愛・地球博記念公園駅

県道
力石
名古
屋線 リニ

モ

Regroup

愛・地球博記念公園
（モリコロパーク）

Parc Ferme

付則　４

ラリー HQ ・ サービスパーク ・ レイアウト

Rally HQ 受付
ラウンジ

メディアセンター

ACCR専用控え室

Rally 事務局

管制・計時

審査委員会

公園事務所

救護室
公式掲示板

アリーナ

Rally HQ内配置図
（地球市民交流センター内）

セントラルラリー

ACCR
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